
論
点

ビ
ジ
ョ
ン

１．前提とな
る考え方

２．屋久島山岳部の

保護と利用の「目指す姿」又は
「あるべき姿」

３．利用者へ
のサービス

４．利用による
自然への
負荷軽減

５．ゾーン設
定の考え方

６．その他

（１）保全重要性の高い自然環境
（２）人と自然とのかかわり－畏敬・感謝・遠慮の心－
（３）次世代への継承と持続的な利用

論点１．

論点２．

※ビジョンは、前提となる認識と考え方を踏まえた、目指すべきゴール・目標像を示す

■自然環境の厳正な保護
■過不足ない適切な管理（施設の整備・維持管理、利用
者管理など）

論点３．４．５．６．

※基本方針は、未来像・目標（100年後の目指す姿）を実現する
ための取り組みの方向性

基
本
方
針

原生性、神聖性、数千年レベルの時の
流れ、つながりと循環、自然の恵みと
厳しさが残る山（島）

【未来像・目標（100年後の目指す姿）】 【基本方針】

人と自然の関わり方、新しい山の文化
を模索し、発信する山（島）

登山初心者から上級者まで自然を深く
堪能できる山（島）

これまでの課題対応型保護管理だけでなく、先を見据えた能動的保護管理を行い、登山利用による自
然環境への影響を抑制するとともに、利用者に質の高い利用体験を提供するため、山岳部の適正利用
ビジョンを作成する。

保留

（１）原生性、神聖性、数千年レベルの時の流れ、つながりと循環、自然の恵みと厳しさが残る山（島）
（２）登山初心者から上級者まで自然を深く堪能できる山（島）
（３）人と自然の関わり方、新しい山の文化を模索し、発信する山（島）

【前提となる認識と考え方】

【未来像・目標（100年後の目指す姿）】

【一言フレーズ】

【ビジョン作成の目的】

■登山ルートごとの利用、管理方針（水準）の設定
■情報の発信・提供
■個別管理者の責務の遂行と、管理者・関係者の高度な
連携による管理

■体験の質や自然環境等への影響の把握と、影響への
対応実施基準の明確化

□過不足のない適切な管理（施設の整備・維持管理、利
用者管理など）
■人と自然の関わり等を学ぶ機会の提供

□人と自然の関わり等を学ぶ機会の提供
■地域の伝統的な人と自然の関わりに配慮した管理
■様々な関係者を巻き込んだ管理体制
■意識を高く持った管理（自然環境の保護と利用体験の
提供）

□情報の発信・提供

資料２－１ビジョンの構成図


